
都道府県名 岡山県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 岡山市立石井中学校

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ４ ４ ４ ２ １４
４０

生徒数 １３９ １４３ １４９ ５ ４３６

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「生きる力」を育てる「基礎・基本の充実・向上」

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

・ 基礎基本の時間（１～３学年 ・国語・数学・英語）
・ 各教科（１～３学年 ・全教科）
・ 選択教科（２，３学年 ・全教科）
・ 少人数指導（１～３学年 ・数学）
・ 朝の読書（１～３年）
・ 学年勉強会（１～３学年 ・国語・数学・英語）
・ 生活面での基礎基本（１～３学年）
・ 家庭学習（１～３年）

( ) 年次ごとの計画2

○ テーマ
平 「生きる力」を育てる「基礎・基本の充実・向上」
成 ○ 研究の見通し（仮説）

・ 現在，本校で取り組んでいる教育内容・教科学習（( )の７項目）が生14 1
年 徒の生きる力を育てる「基礎・基本」であり，その内容・指導の充実が
度 生徒の生きる力となる。

○ 研究の内容・方法
・ 平成１４年度は，本校の現在取り組んでいる内容の中で 「基礎・基，
本」に関する内容を抽出し，我々教職員が「基礎・基本」を意識して計
画的に指導していくことを念頭に置いて取り組んでいる。１４年度は試
行錯誤の段階であり、実態調査・意識調査等を行う中で「基礎基本の内
容の確認・指導法の研究」等を検討する。
・ 内容・方法等については別冊「平成１４年度学力向上フロンティアス
クール」参照

平 ○ テーマ
成 「生きる力」を育てる「基礎・基本の充実・向上」

○ 研究の見通し15
年 現在，本校で取り組んでいる教育内容・教科学習（( )の８項目）が生1
度 徒の生きる力を育てる 基礎・基本 である その８項目の中で特に 基「 」 。 「

礎基本の時間 「少人数指導(数学科) 「朝の読書 「家庭学習 「生活面」 」 」 」
での基礎基本 「学年勉強会」の充実が生徒の生きる力となる。」

○ 研究の内容・方法
・ 「基礎基本の時間 ・・・木曜日の６校時（３５分間）を基礎基本の」
時間とし 各学年で小学校及び中学校の基礎基本の内容のドリル学習 国、 （
語・数学）を行う。４月当初と２月に各学年とも基礎学力調査を行い定
着率を調査する。
・ 「少人数指導 ・・・数学科１～３年とも学級を２つに分けた少人数」
指導を実施する。指導法およびグループ分けについてなど研究する。
・ 「朝の読書 ・・・活字離れが言われている昨今である。朝の読書を」



通じて本に親しむことと同時にあらゆる教科・活動においての基礎基本
である文章を読むことに慣れる。また、読書の楽しさを知る 「朝の読。
書」を生徒・教職員全員で取り組む。

・ 「家庭学習 ・・・家庭学習の実態調査を生徒や教師を対象に実施し，」
短期的な教科の課題への取り組みだけでなく，長期的・日常的な取り組
みとしての家庭学習のあり方としてまとめる。
・ 「生活面での基礎基本 ・・・ 生きる力 「基礎学力」の養成には毎」 「 」
日の生活習慣等が大切であると考えられる。生徒の生活面の実態調査・
意識調査等を行い 「生きる力」を育てるに生活面での何の定着・習慣、
化が必要であるかを研究する。
・ 「学年勉強会 ・・・ 基礎学力の充実」と「学習習慣の定着」をはか」 「
り進路保障に努めることと生徒と教師の人間関係の深化を目的とし、毎
週水曜日の放課後勉強会を実施している。

平 ○ テーマ
成 「生きる力」を育てる「基礎・基本の充実・向上」

○ 研究の見通し16
年 ・ 平成１５年度の取り組み内容「基礎基本の時間 「少人数・ＴＴ 「朝」 」
度 読書 「家庭学習 「生活面での基礎基本 「学年勉強会」の充実が生徒」 」 」

の生きる力の育成になる。
○ 研究の内容・方法
・ 「基礎基本の時間 ・・・木曜日の６校時（３５分間）を基礎基本の」
時間とし 各学年で小学校及び中学校の基礎基本の内容のドリル学習 国、 （
語・数学・英語）を行う。４月当初と２月に各学年とも基礎学力調査を
行い定着率を調査する。
・ 「少人数・ＴＴ ・・・数学科１～３年とも学級を２つに分けた少人」
数指導を実施する。指導法およびグループ分けについてなど研究する。
・ 「朝読書 ・・・活字離れが言われている昨今である。朝の読書を通」
じて本に親しむことと同時にあらゆる教科・活動においての基礎基本で
ある文章を読むことに慣れる。また、読書の楽しさを知る 「朝の読書」。
を生徒・教職員全員で取り組む。

・ 「家庭学習 ・・・家庭学習の実態調査を生徒や教師を対象に実施し，」
短期的な教科の課題への取り組みだけでなく，長期的・日常的な取り組
みとしての家庭学習のあり方としてまとめ，保護者への提言を行う。
・ 「生活面での基礎基本 ・・・ 生きる力 「基礎学力」の養成には毎」 「 」
日の生活習慣等が大切であると考えられる。生徒の生活面の実態調査・
意識調査等を行い 「生きる力」を育てるに生活面での何の定着・習慣、
化が必要であるかを研究する。
・ 「学年勉強会 ・・・ 基礎学力の充実」と「学習習慣の定着」をはか」 「
り進路保障に努めることと生徒と教師の人間関係の深化を目的とし、毎
週水曜日の放課後勉強会を実施している。

( ) 研究推進体制3

◎「基礎・基本の時間」研究部

職 主 研 ◎「少人数・ＴＴ」研究部
員 任 究
会 者 部 ◎「朝読書」研究部
議 会 長

会 ◎「家庭学習」研究部

◎「生活面での基礎基本」研究部

◎「学年勉強会」研究部



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

・ 数学の基本的な計算（小学校１年～６年）のテストの結果（６０点満点）が
以下のようになった。

学 年 平成１５年６月実施 平成１６年１月実施
第１学年 ５４．００ ５４．１１

第３学年 ５３．４８ ５５．２７

それぞれ伸びはわずかであるが，１学年で１回目のテストの得点が８０％未
満の生徒を見ると得点平均で４．４３点上がっているのが救いである。小学校
の問題ばかりなので，達成度の高い生徒にとってはまたかといった意識があっ
て，１回目ほどには集中できていないと思われる。

・ 国語の基本的な漢字（小学校１年～６年）の書き取りと読みのテストの結果
（それぞれ６０点満点）が以下のようになった。

学 年 平成１５年６月実施 平成１６年１月実施

第３学年 書き取りⅠ ５０．６５ ５１．８２
書き取りⅡ ５０．１９ ５１．１９

２．今後の課題

① 研究組織の見直しと研究分野の精選及び研究計画の検討
② 客観的なデータの収集方法の研究
③ 基礎基本の時間の運用の仕方の研究
④ 少人数・ＴＴの指導法及びクラス編成の仕方
⑤ 朝読書の学校全体での取り組み
⑥ 家庭学習のあり方と習慣化
⑦ 生活面での基礎基本の洗い出しと基本的生活習慣の定着
⑧ 研究会議の時間の設定

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

・ 定期的な学力調査（国語の書き取り・算数の計算問題） ・・・年２回
・ 少人数指導のアンケート調査及び定期考査の基礎学力調査・・・年５回

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

・ ＨＰについては現在作成中で，平成１６年度に入っての開設になる予定。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校レ

【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級
７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上レ

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導レ レ
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科レ レ
外国語 音楽 美術 技術・家庭レ
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無レ
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